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図2中国各地における「歯jの言い方表1
変
遷
の
一
端
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「
問
題
の
限
目
(中
心
)」
の
「
眼
目
」
、
「
歯
牙
に
も
か
け
な
い
」
の
「
歯
牙
」
の
よ
う
に
、
同
義
反
復
熟
語
に
抽
象
性
を
持
っ
た
新
た
な
意
味
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
「
歯
牙
」
は
古
い
中
国
で
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
古
い
中
国
で
使
わ
れ
て
い
た
「
歯
牙
」
は
、
抽
象
的
な
意
味
で
は
な
く
、
「
は
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
次
の
用
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鳥
獣
之
肉
，
不
登
於
坦
皮
革
歯
牙
，
月
間
角
毛
羽
，
不
登
於
器
。
(《
左
侍
・
隠
公
五
年
》)
中
国
の
古
い
時
代
の
「
歯
牙
」
、
現
代
の
「
牙
歯
」
、
日
本
語
の
「
歯
牙
」
と
い
、
ユ
辺
諸
順
も
中
国
の
南
北
方
言
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
意
味
を
表
す
二
つ
の
方
言
を
結
合
す
る
際
に
、
複
合
語
を
構
成
す
る
二
つ
の
諾
の
順
序
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
時
期
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
地
域
の
在
来
の
語
を
先
に
つ
け
た
が
る
傾
向
が
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
た
め
に
、
上
古
時
代
の
文
献
に
お
け
る
複
合
語
の
語
順
が
逆
転
す
る
例
を
以
下
に
示
す
。
〔
名
詞
〕
朋
友
(《
詩
経
・
大
雅
・
既
酔
》
)
/
友
朋
(《
左
傍
・
庄
公
二
十
二
年
》)
姓
名
(
《巴
氏
春
秋
・
順
民
》)
/
名
姓
(《
谷
梁
傍
・
裏
公
二
十
九
年
》)
糧
食
(《
左
停
・
喪
公
八
年
》
)
/食
糧
(《墨
子
・
魯
問
》)
権
威
(《
巴
氏
春
秋
・
審
分
甘
さ
/
威
権
(《
国
語
・
晋
語
》)
〔
動
詞
〕
会
計
(
《孟
子
・
万
章
下
》)
/
計
会
(
《
韓
非
子
解
老
》
)
離
別
(
《楚
辞
・
離
騒
》)
/
別
離
(《楚
辞
・
九
歌
》
)
計
算
(《
斡
非
子
・
六
反
》
)
/算
計
(《
楚
辞
・
九
章
》)
服
従
(《
礼
記
・
内
則
》
)
/従
服
(《
初
子
・
非
十
二
子
》)
〔旧公品目詞
〕
窮
困
(《
庄
子
・
則
陽
》
)
/困
窮
(《
周
易
・
系
辞
下
》)
〈
注
凶
ゆ
〕
威
厳
(《
礼
記
・
祭
義
》
)
/厳
威
(《
国
語
・
楚
詩
下
》)
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右
記
の
同
義
反
復
軌
…
如
何
は
現
在
中
国
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
語
順
に
よ
っ
て
意
味
の
分
離
が
生
じ
て
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
会
計
」
と
「
計
会
」
な
ど
が
具
体
例
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
語
順
の
速
い
は
様
々
な
要
因
が
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
方
言
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。
二
文
字
熟
語
の
形
成
分
析
を
漢
字
語
嚢
指
導
に
生
か
す
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
教
育
現
場
で
は
、
漢
字
詰
議
の
指
導
が
未
だ
分
類
、だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
「
文
法
構
成
」
「
並
列
構
成
」
な
ど
の
分
類
法
や
練
習
法
は
知
識
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
漢
字
熟
語
の
構
成
を
分
類
し
、
補
充
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
果
た
し
て
学
習
者
の
熟
語
を
学
習
す
る
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
ま
ず
、
非
女
法
的
な
構
成
(
並
列
構
成
な
ど
)
の
中
か
ら
、
特
に
同
字
反
復
樽
成
や
同
義
反
復
徽
成
と
い
う
こ
つ
の
様
字
が
並
ん
で
い
る
必
然
性
が
少
な
い
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
由
来
を
学
習
者
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
漢
字
熟
語
へ
の
輿
味
・
関
心
を
呼
び
起
こ
す
授
業
の
可
能
性
を
探
る
。
古
代
中
国
の
文
献
に
多
く
見
ら
れ
る
同
字
反
復
構
成
を
扱
う
授
業
に
お
い
て
は
、
単
音
節
語
と
み
な
さ
れ
る
中
国
語
の
根
底
に
二
音
節
認
が
あ
る
こ
と
と
、
日
本
語
の
擬
音
語
、
擬
態
語
の
同
音
反
復
性
を
同
時
に
学
習
者
に
提
起
す
る
。
そ
、
?
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
と
中
国
の
問
に
共
通
の
器
開
リ
言
語
類
型
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
、
漢
字
熟
語
を
よ
り
一
層
身
近
な
も
の
に
感
じ
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
同
義
反
復
構
成
を
扱
う
授
業
で
は
、
「
河
川
」
「
眼
目
」
「
樹
木
」
「
皮
革
」
「
身
体
」
の
よ
う
な
同
義
反
復
熟
語
を
探
さ
せ
た
後
に
、
中
国
の
言
語
の
地
域
差
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
す
こ
と
で
、
漢
字
熟
語
の
不
思
議
さ
、
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
た
い
。
本
稿
で
は
割
愛
す
る
が
、
さ
ら
に
、
否
定
詞
を
含
む
熟
語
を
扱
い
、
そ
の
語
頭
子
音
が
大
き
く
内
耕
音
と
破
裂
音
に
分
か
れ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
授
業
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
鼻
音
系
否
定
認
が
中
国
南
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
、
破
裂
音
系
否
定
詞
が
中
国
中
部
以
北
に
分
布
し
て
い
る
事
み
李
乞
提
示
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
漢
字
熟
語
の
来
源
地
中
国
に
お
け
る
雄
大
な
言
語
発
達
過
程
を
想
起
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、
豊
か
な
諸
事
力
を
目
指
す
授
業
創
り
を
以
下
に
提
窒
ヲ
る
。
授
業
の
対
4ヂ
乞
中
学
生
に
設
定
し
、
時
間
配
当
を
五
時
間
と
す
る
。
グ
ル
ー
プ
活
動
で
円
子
習
を
進
め
て
い
く
。
学
習
指
導
計
画
を
表
2
に
示
す
。
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
学
習
者
に
漢
字
熟
語
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
、
漢
字
・
漢
字
語
集
へ
の
認
識
を
深
め
、
語
事
刀
と
想
像
力
、
表
現
力
の
繋
が
り
を
実
感
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
r~寺 学習活動 指導上の留意点
l 擬音誇と擬態語をl収集させ、 学習者の学習意欲を喚起す
どのような特徴を持っかを討 るように工夫する。
論させる。
2 日本語の同字反復熟語を収集 日中の基層百語類型を分か
させる。『詩経』中の同字反 りやすく説明する。グルー
復熟語の用例を提示し、日中 プ活動を通して、話し合い
の基層言語類型を紹介し、同 の大切さ、チームワークの
字反復熟語の形成過程につい 必要性を実感させる。
ての推測を述べる。
3 各グループに自分のグループ 語会レベルから文章レベlレ
の収集した擬音諾や擬態語、 へと、想像力、表現力を駆
同字反復熟語を使って、物語 使させるように応援する。
を創らせる。
4 同字から同義へ、同じ意味の 中国の南北方言と日本語の
単音節語を収集させ、『漢和 漢字詰棄の関連性を分かり
辞典Jを利用して同義反復熱 やすく説明する。
語を創らせる。
5 感想や意見をまとめさせ、作 学習者の学習意欲、認袋量
文形式で提出させる。 の拡大ができたかを確認す
る。
学習指導計画
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表2
四
指
導
の
実
際
筆
者
は
、
二
O
O八
年
一
月
に
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
の
学
生
五
人
名
を
{注
目
}
授
業
対
象
と
し
て
「
同
義
反
復
五
黙
認
巴
の
実
践
を
行
っ
た
。
こ
の
実
践
で
は
、
漢
字
、
漢
字
詰
誕
の
特
徴
を
紹
介
し
、
同
義
反
復
熟
語
の
形
成
理
由
を
考
え
さ
せ
、
前
節
で
述
べ
た
「
眼
目
」
に
関
す
る
仮
説
を
説
明
し
た
。
そ
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
を
分
け
、
時
間
を
限
定
し
、
同
義
反
復
熟
語
を
五
個
ず
つ
書
か
せ
る
作
業
を
行
っ
た
。
大
学
生
か
ら
収
集
し
た
感
想
文
や
意
見
文
の
中
に
は
、
「
面
白
か
っ
た」
「
今
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
」
「
漢
字
詰
業
へ
の
興
味
が
湧
い
て
き
た
」
「
自
分
の
語
墓
量
を
宵
認
識
で
き
た
」
な
ど
興
味
を
示
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
学
習
者
に
普
段
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
目
を
向
け
さ
せ
、
漢
字
語
家
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
、
こ
れ
か
ら
の
漢
字
、
議
{
子
語
裳
の
学
習
の
動
機
付
け
を
与
え
る
こ
と
が
今
回
の
実
践
の
目
的
で
あ
っ
た
。
前
記
の
指
導
計
画
の
対
象
は
中
学
生
で
あ
っ
て
、
果
た
し
て
大
学
生
に
適
応
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
に
恩
わ
れ
た
が
、
実
際
に
授
業
を
行
い
、
大
学
生
か
ら
の
反
応
を
見
る
と
、
中
学
校
で
ど
の
よ
う
な
漢
字
語
会
指
導
を
受
け
て
き
た
の
か
、
従
来
の
漢
字
語
会
指
導
で
は
ど
の
よ
う
な
器
開
業
力
を
持
つ
の
か
、
様
々
な
問
題
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
発
見
を
中
μ孟
両
け
の
漢
字
・
漢
字
語
全
市
指
導
に
生
か
し
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
計
画
を
繰
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
五
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
中
国
の
上
古
の
文
献
や
言
語
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
二
文
字
漢
字
熟
語
の
構
成
分
類
、
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
推
測
を
述
べ
て
き
た
。
古
い
中
国
語
の
複
合
語
の
構
成
上
の
特
徴
や
中
国
の
南
北
聞
の
言
語
差
を
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
漢
字
詰
棄
の
組
み
立
て
の
面
白
さ
、
抽
象
性
、
規
則
性
に
気
付
か
せ
、
学
習
者
の
興
味
・
開
心
を
喚
起
す
る
漢
字
熟
語
の
授
業
を
提
案
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
漢
字
詰
晶
子
乞
自
ら
進
ん
で
習
得
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
を
目
指
す
実
践
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
中
国
語
と
日
本
語
の
漢
字
語
義
聞
の
差
異
を
諾
恭
埠
叫
に
生
か
す
こ
と
は
、
漢
字
、
漢
字
詰
裳
の
源
を
探
る
こ
と
が
で
き
、
ニ
子
ま
た
は
一
つ
の
語
設
か
ら
多
く
の
漢
字
や
語
義
に
接
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
例
え
ば
、
中
国
で
は
「
た
ま
ご
」
の
こ
と
を
北
方
で
は
「
蛋
」
、
南
方
で
は
「
卵
」
と
い
う
。
「
卵
」
と
「
蜜
」
は
同
じ
「
た
ま
ご
」
で
あ
る
こ
と
を
学
習
者
に
説
明
す
る
と
、
「
蛋
白
質
(タ
ン
パ
ク
質
)」
の
「
蛋
白
」
が
卵
の
白
身
を
指
す
「
卵
白
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
納
得
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
生
活
」
と
い
う
同
義
反
復
熟
語
は
、
生
存
を
意
味
す
る
北
方
の
「
生
」
と
南
方
の
「
活
」
が
組
み
合
わ
せ
た
熟
語
で
あ
る
。
「
生
」
、
「
活
」
は
そ
れ
ぞ
れ
多
義
性
を
持
ち
あ
わ
せ
て
お
り
、
「
生
活
」
か
ら
「
生
徒
」
「
生
計
」
「
活
気
」
「
活
動
」
な
ど
へ
と
、
漢
字
詰
裁
の
学
習
の
輸
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
。
今
後
、
「
同
字
反
復
熟
語
」
「
同
義
反
復
軌
誼
巴
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
タ
イ
プ
の
複
合
語
の
構
成
要
素
に
も
着
目
し
、
学
習
者
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
、
議
字
詰
哉
の
習
得
、
拡
充
に
役
立
つ
指
導
法
を
模
索
し
、
さ
ら
に
表
現
力
の
土
台
と
し
て
の
諮
業
力
向
上
に
如
何
に
繋
げ
て
い
く
か
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
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〔注〕
l
『現
代
の
圏
諸
2
』
(
三
省
堂
二
O
O五
)、
『伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
3
』
(教
育
出
版
二
O
O七
)
に
よ
る
。
2
井
上
尚
美
宮
腹
立
一
九
七
七
)
『圭一
口
語
の
研
荏
若
宮
里
回
株
式
会
荘
3
中
む
布
男
(
一
九
七
八
)
『漢
字
・
漢
語
埋
昆
整
育
出
版
4
佐
一
霊
百
代
治
(
一
九
七
九
)
「日
本
の
豊
ザ
ー
そ
の
建
胤
と
変
逃
』
角
川
硲
庖
5
中
沢
希
男
は
、
『漢
字
泌
組
問
概
甚
(教
育
出
版
一
九
七
八
)
で
は
、
同
亨
ぜ
重
ね
た
も
の
を
「
草
字
」
「
重
一亘
と
い
う
。
京
丞
吉田一
は
『語
文
学
論
集
」
(詩
文
出
版
社
一
九
九
二
)
で
は
、
同
字
の
反
復
を
「歯
車息
子
」
と
定
義
し
て
い
る
。
6
程
湘
前
(二
O
O八
)『
…
準
叩
史
専
世
複
音
詞
研
器
商
務
印
私
館
7
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
。
8
問
字
反
復
熟
語
の
解
釈
は
罫
釈
義
文
大
系
詩
経
(上
・
中
・
下
)
』
(石
川
申
友
明
治
瞥
院
一
九
九
中
「
二
0
0
0
)
に
よ
る
。
9
注
6
に
同
じ
。
ω
中
沢
希
男
は
、
『漢
字
・
漢
語
概
説
』
(教
育
出
版
一
九
七
八
)
で
は
、
同
義
ま
た
は
類
似
し
た
意
味
の
二
{T左
桁
合
し
た
熟
語
を
「
連
-
吉
一
(連
語
連
文
)
」
と
称
し
て
い
る
o
u
注
3
に
同
じ
。
ロ
拙
和
「
豊
か
な
諾
染
力
を
自
指
す
授
業
創
り
|
|
日
中
の
同
義
庭
裁
…
語
を
め
ぐ
っ
て
」
辞
釈
』
二
O
O八
年
五
六
回
毎
日
『説
文
解
字
」
(仲間同
)
許
抽
出
中
華
岱
局
出
版
一
九
六
一
M
『大
英
和
辞
央
』
大
修
館
書
庖
一
九
六
O
日
「
爪
牙
」
と
は
、
(爪
や
牙
は
猛
獣
や
猛
禽
の
武
探
で
あ
る
こ
と
か
ら
)
怒
者
の
手
下
手
先
の
た
と
、
え
で
あ
る
。
山
山
王
力
(
一
九
五
八
)『
単
担
盈
下
科
昔
版
社
こ
こ
の
引
用
は
本
文
の
巾
国
語
を
李
寧
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
『漢
語
方
言
司
、
f
t
(
決
語
方
一
τ
一口
詩
集
)
」
北
京
大
学
中
国
組
問
文
文
幸
糸
誼
聞
こコ
息
子
教
研
室
17 
編
誌
叩
文
出
版
社
一
九
九
五
問
用
例
は
言
語
史
専
者
霊
園
詞
研
造
(程
湘
清
二
O
O八
)
に
よ
る
。
川
口
実
践
の
詳
細
は
拙
稿
「
盆
か
な
語
恭
力
を
目
指
す
授
業
創
円
||
日
中
の
同
義
豆
諸
…
誇
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『解
釈
』
二
O
O八
年
五
・
六
月
号
)
で
紹
介
し
た
。
* るお本
。け稿
るは
口
頭二
発 O
表。
を)¥
基年
、月
当一
日四
の日
研に
究開
協{崖
議さ
のれ
内た
室長
踏回
革本
そ首
2霊
め育
2芸
の大
で会
あに
(早
稲
田
大
学
大
学
院
整
育
学
研
究
科
陣
士
後
期
課
程
)
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